
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 蒲郡市生命の海科学館事業報告 
 

 

 

平成 29 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲郡市生命の海科学館 

 
 

 

 

 

 

  



2 

 

目  次   

 
平成 28 年度を振り返って ___________________________________________________________________ 3 

Ⅰ 展 示 部 門 ______________________________________________________________________ 4 

1 展示 _______________________________________________________________________________ 4 

2 ミュージアム・シアター _____________________________________________________________ 4 

3 企画展 _____________________________________________________________________________ 4 

4 蒲郡の科学ひろば ___________________________________________________________________ 5 

5 地球ひろば _________________________________________________________________________ 6 

6 イクチオひろば _____________________________________________________________________ 6 

7 資料提供 ___________________________________________________________________________ 6 

Ⅱ ソ フ ト 部 門 __________________________________________________________________ 7 

1 サイエンスショー・ワークショップ等諸行事 ____________________________________________ 7 

2 地域連携活動 ______________________________________________________________________ 23 

3 教員のための博物館の日 ____________________________________________________________ 23 

4 連続講座 __________________________________________________________________________ 24 

5 訪問事業 __________________________________________________________________________ 26 

6 研修等の受け入れ __________________________________________________________________ 26 

Ⅲ 科学館ネットワークの構築 ___________________________________________________________ 27 

1 個人協力者（50音順・敬称略） ______________________________________________________ 27 

2 企業協力社(50 音順) ________________________________________________________________ 27 

3 高校・大学等 学校連携 ____________________________________________________________ 27 

4 官公庁・団体連携 __________________________________________________________________ 27 

5 ボランティア ______________________________________________________________________ 27 

Ⅳ 広報活動 ___________________________________________________________________________ 29 

1 広報活動 __________________________________________________________________________ 29 

Ⅴ 入 館 者 数 _____________________________________________________________________ 30 

1 入館者数の推移 ____________________________________________________________________ 30 

2 学校等団体の来館 __________________________________________________________________ 31 

Ⅵ 研 究 部 門 _____________________________________________________________________ 32 

1 収集・保管・整理部門 ______________________________________________________________ 32 

2 調査・研究部門 ____________________________________________________________________ 32 

Ⅶ 組 織・運 営 _____________________________________________________________________ 34 

1 組織 ______________________________________________________________________________ 34 

2 施設の整備 ________________________________________________________________________ 34 

3 歳入・歳出 ________________________________________________________________________ 34 

 

 

 

  



3 

 

平成 28 年度を振り返って 

 

平成 11年 7月の開館以来、生命の海科学館の一階エントランスでご来館のお客様をお迎えしてきたヒ

ゲクジラ類の化石が、平成 28 年 10 月、新属新種であると認定されました。17 年間「ナガスクジラの一

種」とされていた化石に、晴れて「インカクジラ（学名：Incakujira anillodefuego）」と新しい名前が

つきました。約 750 万年前の海を泳いでいたクジラの化石がペルーの砂漠で発掘され、はるばる日本の

蒲郡まで運ばれて科学館の展示標本として公開され、それが専門家の目に留まり、詳細な調査研究が行

われた結果です。インカクジラの化石は今後、ナガスクジラ科鯨類の進化を解き明かす、重要な手がか

りになるのでないかと期待されています。 

博物館学においては、“科学館”は自然科学系の博物館として分類される機関です。将来の学術研究

や教育に役立つよう、貴重な標本を適切に維持・保管することも大切な役割です。平成28年は、改めて

その役割の重さを認識した一年と言えましょう。平成 26 年 12 月 15 日に施行された「蒲郡市生命の

海科学館の設置及び管理に関する条例」の（事業）の項には、下記のとおり記載されています。 

 

第 4 条 科学館は、次に掲げる事業を行う。 

(1) 科学に関する資料の収集、保管、調査研究及び展示 

(2) 科学に関する学習機会の提供及び講演会等の開催 

(3) 学校その他の機関との相互協力 

(4) 科学館の施設及び設備の提供 

(5) その他蒲郡市教育委員会(以下「教育委員会」という。)が必要と認める事業 

 

今後は、世界的に貴重な標本となったインカクジラ化石の調査研究への提供、及び展示を両立させつ

つ、適正な保管を行っていかねばなりません。平成 29年 3月より開催したミニ企画展「新種認定！イン

カクジラ展」は、小さいながらその最初の一歩とも言えます。インカクジラ化石の詳細や調査研究の最

新の成果だけでなく、保管を担う科学館の役割を知って頂く一助にもなればとの思いです。また、学習

機会の提供および講演会等の開催を通してインカクジラについて広く普及するため、上記ミニ企画展の

開幕と同時に「クジラまつり」を開催いたしました。一日のみの開催にもかかわらず、3,000 人以上の

方が足を運んで下さり、蒲郡市民の皆様をはじめ近隣の方々のインカクジラへの興味関心の高さを認識

することができました。 

 

インカクジラの後押しもあってか、平成 28 年度の生命の海科学館の展示室入場者数は 43,169 名で、

昨年度に比して微増となりました。その他の科学館活動の概要について、本報告書に取りまとめました

ので、詳細についてはぜひ各項目をご参照ください。 

生命の海科学館は、今後も科学に対する関心を深め、豊かな創造力及び研究心を養い、広く学習の場

を提供するため、事業展開を図ってまいります。どうぞ一層のご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い

申し上げます 

 

蒲郡市生命の海科学館 

館長 山中敦子 
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Ⅰ 展 示 部 門 
 

1 展示 

1 階にて下記の展示更新を行った。 

(1) ナガスクジラ類のクジラヒゲ実物標本の展示を新設した。 

(2) インカクジラ新種認定を受け、生命の海科学館紹介コーナーを一新し、インカクジラの解説コ

ーナーを設置した。併せて、マッコウクジラ下顎骨標本の展示を中二階踊り場に増設した。 

(3)「身近な石の世界」の展示を増設した。新しく展示した標本は下記の通り。 

・神原トーナル岩（含 方解石），採集地：西尾市 

・珪質片麻岩（含 満礬柘榴石），採集地：豊川市 

・珪質片麻岩（含 しのぶ石），額田郡（現岡崎市） 

・凝灰岩（含 火山豆石），新城市 

・松脂岩， 新城市  ※2015 年地質の日に日本地質学会が「愛知県の石」に選出 

・カオリナイト，瀬戸市  ※2015 年地質の日に日本地質学会が「愛知県の鉱物」に選出 

 

3 階常設展示室内にて下記の展示更新を行った。 

(1) エディアカラ生物群のチャルニオディスクス化石レプリカの解説コーナーを増設した。 

 

2 ミュージアム・シアター 

 ミュージアム・シアターでは、各日 3 本の内容を 1 時間毎に上映しており、年間を通じて様々なシア

ターを上映している。以下に平成 28 年度の上映作品名および上映期間を示す。 

 

・「ゲーム：生命の海への旅立ち」 期間：通年 

・「はじめての星の王子さま」 期間：平成 27 年 10 月～平成 28年 5月 

・「しまじろうとフフのだいぼうけん」 期間：平成 27年 6月～平成 28年 5 月 

・「ミラクル昆虫王国」 期間：平成 28年 4月～9月 

・「宇宙兄弟」 期間：平成 28年 10 月～上映中 

・「ウォーキングウィズダイナソー2」 期間：平成 28年 6月～平成 28年 11 月 

・「ウォーキングウィズダイナソー3」 期間：平成 28年 12 月～上映中 

・「やさいのようせい」 期間：平成 28年 6月～上映中（団体来館用） 

 

 館自作のインタラクティブコンテンツである「ゲーム：生命の海への旅立ち」は開館当初から上映を

継続しており、平成 28年度も毎日上映している。 

 平成 27 年度より新たな取り組みとして導入した、団体来館用シアター上映は継続して平成 28 年度も

導入している。 

 

 

3 企画展 

下記の企画展を開催した。 

(1) 蒲郡市生命の海科学館 平成 28年夏の企画展 「鉱物 ～大地が育てたたからもの～」 

【会期】 平成 28年 7月 16 日（土）～9月 4日（日） 50 日間 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 3 階 科学ひろば 

【入場料】無料 

【主催】 蒲郡市生命の海科学館 

【後援】 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 地質調査総合センター 

【協力】 名古屋市科学館 

【内容】 鉱物は地球のたからもの。鉱物とは何かをわかりやすく解説し、蒲郡市内で見られる鉱物

を中心に、身近なたからものを紹介する。また、鉱物の組成や組み合わせなどを詳しく

調べることで、岩石のなりたち、ひいては大地の歴史がわかることを解説し、来館者の

興味関心の促進に努め、科学リテラシー向上に貢献する。 
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【連携企画】企画展関連イベント 

・ワークショップ「海の化石・岩塩 ～結晶のふしぎ～」 

（日時）平成 28 年 7 月 16 日（土曜日） 14 時～15 時 

  （講師）生命の海科学館 館長 山中敦子 

（定員）20 名 

（参加費） 100 円 

・サイエンストーク「研究者らが魅せる、海と結晶のコレクション！」 

（日時）平成 28 年 7 月 18 日（月曜日・祝日） 14 時～15 時 30 分 

（講師）名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 理学博士 梅村綾子氏 

（参加費） 無料 

 

(2) ミニ企画展 「鯨 ～魚になりたかった哺乳類～」 

【会期】平成 28 年 5 月 28 日（土）～11月 27 日（日） 

【協力】財団法人 日本鯨類研究所 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3階 常設展示室内（常設展示室観覧料のみ） 

【連携企画】ミニ企画展「鯨 ～魚になりたかった哺乳類」クロージング講演会 

「クジラがたどった二つの道」 

（講師）国立大学法人 東京海洋大学 鯨類学研究室 教授 加藤 秀弘 さん 

（日時）平成 28 年 11 月 27 日（日） 14 時～15時 30 分 

（会場）蒲郡市生命の海科学館 1F サイエンスショールーム 

 

(3) ミニ企画展 第７回 惑星地球フォトコンテスト 入賞作品展 

【期間】平成 28 年 9 月 17 日（土）～11月 6日（日）  

【共催】蒲郡市生命の海科学館、一般社団法人 日本地質学会 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3F 蒲郡の科学ひろば（入場無料） 

 

 

(4) ミニ企画展「サイエンス＋アート ～巨大な装置で宇宙・物質・生命の不思議を観る～」 

【期間】平成 28 年 11 月 26 日（土）～平成 29 年 2 月 26 日（日） 

【共催】大学共同利用機関法人 高エネルギー加速器研究機構 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3F 蒲郡の科学ひろば（入場無料） 

 

(5) ミニ企画展 「生きた化石 ～太古から変わらぬ生き物たち～」 

【期間】平成 28 年 12 月 10 日（土）～平成 29 年 5 月 21 日（日）（予定） 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3 階 常設展示室内（常設展示室観覧料のみ） 

【連携企画】ミニ企画展「生きた化石 ～太古から変わらぬ生き物たち～」 オープニング講演会

「貝殻、奥深いんだカラ！」 

（講師）国立研究開発法人 海洋研究開発機構（JAMSTEC）ポストドクトラル研究員 

清水 啓介 さん 

（日時）平成 28 年 12 月 18 日（日） 14 時～15時 30 分 

（会場）蒲郡市生命の海科学館 1F サイエンスショールーム 

 

(6) ミニ企画展 「新種認定！インカクジラ展」 

【期間】平成 29 年 3 月 5日（日）～6月 11日（日） 

【協力】独立行政法人 国立科学博物館 

【会場】蒲郡市生命の海科学館 3F 蒲郡の科学ひろば（入場無料） 

 

 

4 蒲郡の科学ひろば 

生命の海科学館 3 階の展示エリアであり、夏の企画展やインカクジラを扱ったミニ企画展など当館の

展示テーマに直結する様々な企画展や、最新の科学研究を扱った企画展などを実施した。 
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5 地球ひろば 

「図書コーナー」と「展示コーナー」の 2 コーナーから構成される。また、壁の全面を用いて、平成

28 年度の蒲郡市の事業「海の環境学習“環境チャレンジ”」へ参加した児童による「海のいきもの図鑑」

を掲示した。 

 

「図書コーナー」 

和書、洋書、児童書、月刊誌を多数配架し、誰でも自由に閲覧できるようにしている。 

 

「展示コーナー」 

蒲郡市内に位置する大学である愛知工科大学の研究紹介として「宇宙探査ローバー」の常設展示を実

施している。 

 

 

6 イクチオひろば 

 陶器製イクチオサウルスの発掘体験コーナーや約200冊を所蔵する児童図書コーナーが設置されてい

る。又、幼児から児童向けの知育や科学に関するおもちゃを貸し出している。 

 イベントとして、NPO法人ブックパートナーのご協力により、絵本の読み聞かせ「おはなしライブ」

を毎月1回開催した。 

 

 

7 資料提供 

教科書、資料集、雑誌等に当館の資料を提供した。以下に示す。 

申請日 出版社等 出版物等  資料 

平成 28 年 

4 月 10 日 

数研出版株式会社 高等学校理科「生

物」教科書『改訂版 

生物』（平成 30 年春

使用開始予定） 

ハイコウイクチス化

石写真 

平成 28 年 

4 月 10 日 

数研出版株式会社 高等学校理科「地学

基礎」「地学」資料集

『フォトサイエンス 

地学図録』（平成 30

年春使用開始予定） 

グリパニア化石写真 

平成 28 年 

12 月 10 日 

株式会社技術評論社 書籍『しんかのお話

365 日』（平成 29 年 7

月上梓開始予定） 

グリパニア化石写真 
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Ⅱ ソ フ ト 部 門 
 

1 サイエンスショー・ワークショップ等諸行事 

平成 28年度に実施したサイエンスショー・ワークショップ、講演会等諸行事について、当館が発刊し 

たイベントカレンダーで示すとともに、イベントカレンダー未記載の追加イベントや日程変更があった 

イベント等を以下に示す。 

 

(1) 追加イベント 

平成 28 年 4 月 9 日（日） 

「JAF 会員優待ｲﾍﾞﾝﾄ 化石発掘」 講師：天野専門研究員 

時間：（1）9時 30 分～ （2）11 時～ 定員：各回 30名 参加費：無料 

 

平成 28 年 4 月 10 日（日） 

「ナンバープレート盗難防止ネジ無料で取付けます！」 

主催：蒲郡防犯協会 

時間：10時～12 時 参加費：無料 

 

平成 28 年 5 月 8 日（日） 

定例講座「顕微鏡の達人になろう」 講師：天野専門研究員 

時間：16時 30 分～ 参加費：無料 

 

平成 28 年 5 月 22 日（日） 

定例講座「顕微鏡の達人になろう」 講師：天野専門研究員 

時間：16時 30 分～ 参加費：無料 

 

平成 28 年 7 月 24 日（日） 

ワークショップ「くるくる」 講師：科学館スタッフ 

時間：（1）11時～12 時 （2）14 時～15時 定員：各回 20名 参加費：無料 

 

平成 28 年 8 月 28 日（日） 

ワークショップ「紙工作 くるくる画面」 講師：科学館スタッフ 

時間：14時 30 分～15時 30 分 定員：20 名 参加費：無料 

 

平成 28 年 9 月 18 日（日） 

ワークショップ「作って遊ぼう ふきごま」 講師：科学館スタッフ 

時間：（1）10時 30 分～11 時 30 分 （2）14 時～15 時 参加費：無料 

   

平成 28 年 9 月 19 日（月・祝） 

ワークショップ「作って遊ぼう ふきごま」 講師：科学館スタッフ 

時間：14時～15 時 参加費：無料 

   

平成 28 年 10 月 8 日（土） 

ワークショップ「メビウスの輪」 講師：科学館スタッフ 

時間：14時～15 時 参加費：無料 

   

平成 28 年 11 月 3 日（木・祝） 

ワークショップ「ゆれるインカくじら」 講師：酒井専門員 

時間：11時～17 時 参加費：無料 

 

平成 28 年 11 月 5 日（土） 
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ワークショップ「ゆれるインカくじら」 講師：酒井専門員 

時間：11時～16 時 参加費：無料 

   

平成 28 年 11 月 6 日（日） 

ワークショップ「ゆれるインカくじら」 講師：酒井専門員 

時間：11時～16 時 参加費：無料 

 

平成 28 年 11 月 23 日（水・祝） 

蒲郡市生命の海科学館・一般社団法人サファイア青少年グローバル交流センター共催「タブレット

でおえかきプログラミング」 講師：谷聖一さん（日本大学文理学部 教授, 情報オリンピック日

本委員会 専務理事） 

時間：（1）10時～11時30分 （2）14時～15時30分 対象：（1）蒲郡市内の小学1～3年生 （2）

蒲郡市内の小学 4～6年生 定員：各回 20 名 参加費：無料 

 

平成 28 年 12 月 27 日（火） 

おしゃべり☆かがくかん「水晶にさわろう！」 講師：白瀧専門員 

時間：13時～14 時 参加費：無料 

 

平成 29 年 1 月 4 日（水） 

おしゃべり☆かがくかん「水晶にさわろう！」 講師：白瀧専門員・山中館長 

時間：11時～14 時 参加費：無料 

 

平成 29 年 1 月 5 日（木） 

おしゃべり☆かがくかん「水晶にさわろう！」 講師：白瀧専門員 

時間：11時～12 時 参加費：無料 

   

 (2) イベントの変更 

平成 28 年 5 月 1 日（日） 

ワークショップ「重力オモチャで遊ぼう」 時間：11時～12 時 

【講師・定員・参加費変更】→ 講師：浅井インタープリター 定員：なし 参加費：無料 

 

平成 28 年 5 月 1 日（日） 

【開催中止】展示解説 GW スペシャル「深海のフシギ～熱水噴出孔は生命のゆりかご？～」 講師：

山中館長 時間：11 時～12 時 参加費：無料（展示室観覧料もしくは市民利用証、年パス等が必要） 

   

平成 28 年 6 月 5 日（日） 

YAC（日本宇宙少年団）＋生命の海科学館 共催「水ロケットを作って飛ばそう！蒲郡大会 2016！」 

時間：11時～15 時 

【時間変更】→ 時間：10 時 30 分～15時 

   

平成 28 年 7 月 3 日（日） 

小学校高学年向け定例講座（5・6 年生）理科実験室「竹島海岸の生物を観察しよう（野外）」 時

間：12 時～14時 

【時間変更】→ 時間：10 時 30 分～12時 30 分 

 

平成 28 年 7 月 24 日（日） 

【開催中止】小学校低学年向け定例講座（1・2 年生）かがく工作室「星空観察 火星・土星・木星 

夏の星座（野外）」 

 

平成 28 年 9 月 18 日（日） 

【開催中止】小学校中学年向け定例講座（3・4年生）かがく教室「星空観察（野外）」 
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平成 28 年 10 月 1 日（土） 

サイエンスショー「身近な科学 No.7 見えなくても、あるんだね！」  

【イベント変更】→ ワークショップ「バランスアノマロカリス」 講師：科学館スタッフ 時

間：11 時～12時 参加費：無料  

ワークショップ「宝石をさがそう」 講師：山中館長 時間：14 時～15時 参加費：無料 
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2 地域連携活動 

生命の海科学館が協力し、館にて実施した教育活動及び広報活動、まちづくり事業等は以下の通りで

ある。 

(1) JR 東海さわやかウォーキング企画 

(2) 蒲郡市観光協会宿泊プランタイアップ企画 （宿泊プラン・グランドゴルフ大会への協賛） 

(3) ワクワクフェスティバル 

(4) 蒲郡ホタルマップの作成・展示 （製作指導 小川公子さん、竹内恵子さん） 

(5) あいちサイエンスフェスティバル2016 in 蒲郡（名古屋大学、愛知県との共催事業） 

(6) テックスビジョン2016 ミカワ （蒲郡商工会議所テックスビジョン事務局）サテライト会場企画 

(7) 蒲郡シティドレッシング事業（蒲郡駅前・科学館）科学館イルミネーション点灯  

(8) ＪＡＦ会員イベント 

(9) 海岸通りスイーツコンサート 

（主催：海岸通りスイーツコンサート実行委員会 後援：蒲郡商工会議所青年部） 

(10) 科学の祭典 出展（ここにこ） 

(11) 金沢ヒューマン文庫を愛し守る会 親子工作教室  

(12) J-CREW プロジェクト 

(13) 三河湾環境チャレンジ 海の学習 図鑑展 

(14）環境学習協力 AEL ネットスタンプラリー参加 

 

 

3 教員のための博物館の日 

「教員のための博物館の日」は、国立科学博物館が平成 20 年から年に一度開催している学校―博物

館連携推進事業である。“子どもたちに科学の不思議さ，楽しさ，学ぶ喜びを体験してもらうためには，

子どもたちの教育を担う教員自身が日頃から自発的に科学を楽しみ，博物館を活用した「体験的な活動」

に対し理解を深めることが必要である。そのような機会を提供するため”（平成 20 年度科学技術振興調

整費調査研究報告書 第３期科学技術基本計画のフォローアップ「理数教育部分」に係る調査研究／国立

政策研究所）の活動であり、平成 22 年度から全国展開を開始している。生命の海科学館主催による開

催は、平成 23 年度，平成 26年度に続き，今回が 3回目となる。新しい試みとして、開催日を二学期制

の蒲郡市の秋休みに設定し、蒲郡市理科部会の教員研修会と合同で開催したことにより、蒲郡市の小学

校理科教員の参加促進に繋ぐことができた。 

【名称】 教員のための博物館の日 2016 in 三河 

【目的】 蒲郡市及び近隣市町村の小中学校の教員に，科学館や博物館等が提供できる教育サービス

を体験して頂き，理科の学習や環境学習における連携促進，及び遠足・修学旅行などにおけ

る博物館等施設の活用促進に資する。 

【日程】 平成 28年 10 月 11 日（火） 午前 10 時～午後 4時 

【会場】 蒲郡市生命の海科学館 

【主催】 蒲郡市教育委員会，国立科学博物館 

【共催】 豊橋市自然史博物館，公益財団法人 日本博物館協会 

【後援】 文部科学省，愛知県教育委員会，豊橋市教育委員会，三河教育研究会 

【内容】(1) 展示解説 

時間：① 11 時 45 分～12時 30 分 ② 15 時 15 分～16時 

会場：生命の海科学館 3F 展示室 

(2) ミュージアム・シアター特別上映  

サイエンス・チャンネル 「地球の中心“コア”への旅」 

時間：① 11 時～11時 25 分 ② 14 時～14 時 25 分 

会場：生命の海科学館 3F シアター 

(3) 科学館を活用した理科授業 

時間:① 9 時 30 分～11時 30 分 ② 13 時～15時 

    ※午前は蒲郡市小・中学校理科教員対象、午後は当日参加者対象 

会場：生命の海科学館 1F 実験工作室 

(4) 体験！ミュージアムの活動紹介 
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・豊橋市自然史博物館 

・新城市鳳来寺山自然科学博物館 

・碧南海浜水族館・碧南市青少年海の科学館  

(5) ワークシート体験 

時間：9時 30分～16 時 ※随時参加できます 

会場：生命の海科学館 3F 展示室 

【報告】 別紙 

 

 

4 連続講座 

(1) 小学校 1・2年生向け定例講座「かがく工作室」  

年間を通して、毎月第 4日曜日に開催する小学校 1・2年生向け定例講座。 

 講師：浅井 猛（当館インタープリター, 元蒲郡市立蒲郡西部小学校校長/理科教諭）他 

  開催日：毎月第 4日曜日 午後 2時から 1時間程度（初回：平成 28 年 5月 24 日（日曜日）） 

内容：「牛乳パックやペットボトル、お菓子の箱など身の回りにあるものを使って、いろいろなもの

を作ったり、ちょっとした探検をしたりします。」 

平成 28 年度開催の例： 

・風でとぶたねのひみつ、ラムネをつくろう、ポンポン船をつくろう、静電気で遊ぼう、おひ

なさまをつくろうなど生活科・理科に関連した学習 

・夏の星空かんさつ、竹島海岸での生きものかんさつなどの体験活動 

対象：小学校 1・2年生  

定員：20名程度 

参加費：無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

 

(2) 小学校 3・4年生向け定例講座「かがく教室」  

年間を通して、毎月第 3日曜日に開催する小学校 3・4年生向け定例講座。 

講師：戒田 正敏（蒲郡市教育委員会）他 

開催日：毎月第 3日曜日 午後 2時から 1時間程度（初回：平成 28年 5月 15 日（日曜日）） 

内容：「自然の中には不思議なことがいっぱいあります。こうしたできごとを学校で習う知識を使っ

て科学しましょう。」 

平成 28 年度開催の例： 

・電流イライラ棒、ペットボトル噴水、手作り温度計、電気の力でクッキング、磁石のひみ

つ など理科に関連した学習 

・竹島海岸観察、星空観察 などの自然体験活動 

対象：小学校 3・4年生  

定員：20名程度 

参加費：無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

 

(3) 小学校 5・6年生向け定例講座「理科実験室」 

年間を通して、毎月第 2日曜日開催する小学校 5・6年生向け定例講座 

講師：浅井 猛（当館インタープリター, 元蒲郡市立蒲郡西部小学校校長/理科教諭）他 

開催日：毎月第 2日曜日 午後 2時から 1時間程度（初回：平成 28年度 5月 8日（日曜日）） 

内容：自然の中の「不思議」を科学し、その中にある「秘密」を見つけます。また、現代科学の基礎

となった科学の歴史も学んでいきます。 

平成 28 年度開催の例： 

・ガリレオ温度計、和紙づくりにチャレンジ、和ロウソクづくり、天気を科学する、平賀源

内にまけるな など理科に関連した学習 

・星空観察、竹島海岸の生物観察 などの自然体験活動 

対象：小学校 5・6年生  
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定員：20名程度 

参加費：無料 ※講座の内容により材料費等を別途徴収 

 

 

(4) 定例講座「一般科学講座」 

大人向けの自然科学の学習講座。 

内容：「専門家のお話や実験・観察を通して身近な自然について学び、自然科学の知識を深めること

で、身のまわりの自然や環境を見る目を育みます。年 7 回開催し、第１部は「火山と地震の謎

にせまる」、第２部は「蒲郡の大地 ～深海から来た山々～」についての講座を行います。」 

講師： 

第１部（5月～7月担当）：伊藤 純一さん（理学博士/愛知県立蒲郡高等学校 教諭） 

「火山と地震の謎にせまる」 

石ころは、ただの石ころでない。道ばたにある石（岩石）もそれらができたときの情報を閉

じ込めています。身近なところで使われているきれいな模様を持つ岩石を見ても、その違いや

でき方について考えることはあまりありませんね。この講座を通じて、岩石の成因、火山、地

震などの概要について考えていくことで、岩石の見方が変わります。中学校や高校で習った地

学分野の学習から最近のトピックについて、実習を交えながらお話ししていきたいと思います。 

  

第 2 部（11 月～2月担当）：山中 敦子（当館館長・学芸員） 

「蒲郡の大地 ～深海から来た山々～」 

五井山や砥神山など蒲郡市北部の山々は、およそ２億年前に深海に降り積もった砂や泥、マ

リンスノーなどからできています。その後、火山活動の熱にあぶられて硬い変成岩の岩盤とし

て生まれ変わり、更なる地殻変動を経て、現在のような山々の礎となりました。蒲郡の北側の

大地の基盤となる変成岩について、観察や実験も交えてご紹介します。 

 開催日： 

5 月 19 日（木）：「石が生まれるとき ～岩石のでき方を考える～」 

6 月 16 日（木）：「石は語る（1） ～岩石から見た火山～」 

7 月 21 日（木）：「石は語る（2） ～岩石から見た地震～」 

11 月 17 日（木）：「蒲郡の石ころ探訪」 

12 月 15 日（木）：「遠い海から来た石たち ～付加体を知る～」 

平成 29 年 1 月 19 日（木）：「鉱物から読みとく変成岩の歴史」 

平成 29 年 2 月 16 日（木）：「日本列島形成史と蒲郡の地質 ～北の山々を中心に～」 

＊時間はいずれも、午後 6時 30 分から 1時間半程度 

対象：内容は大人向け 

参加費：無料 

 

 

(5) 定例講座「顕微鏡の達人になろう」 

顕微鏡を使って観察を行う連続講座。顕微鏡を使ってミクロの世界をみてみよう。 

 開催日：5月8日（日）, 5月 22日（日）, 6月 12日（日）, 6月 26日（日）, 7月 10日（日）, 

7 月 24 日（日）, 9 月 11 日（日） 

講師：天野淳二 （博士（学術）） 

 会場：生命の海科学館 1Ｆ 実験工作室 

  

＜初級コース＞ 

顕微鏡の技術を学ぶとともに多くの異なるものを観察することを目的とします。 

 時間：16 時 30 分～17 時 15 分 

対象：小学 4年生以上 

定員：20名 

参加費：無料  
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＜中級コース（2年目）＞ 

開催日：初級コースと同じ 

開催時間：17時 30 分～18 時 15 分 

対象：顕微鏡講座を 1 年参加した方 

参加費：無料  

 

＜上級コース（3年目以上）＞ 

開催日：初級コースと同じ 

開催時間：18時 30 分～19 時 15 分 

対象：顕微鏡講座を 2 年以上参加した方 

参加費：無料  

 

 

5 訪問事業 

 平成28年度に実施した訪問事業は以下の通りである。 

 

月 訪問先数 参加者合計人数 

4月 2 38 

5月 6 440 

6月 18 1015 

7月 14 828 

8月 8 732 

9月 13 952 

10月 8 397 

11月 12 809 

12月 9 618 

1月 12 764 

2月 6 238 

3月 4 387 

総計 112 7218 

 

 

6 研修等の受け入れ 

(1) 職場体験学習と高校生インターンシップ 

蒲郡市立蒲郡中学校、蒲郡市立塩津中学校、蒲郡市立大塚中学校、蒲郡市立三谷中学校、 

岡崎市立翔南中学校、岡崎市立竜南中学校、愛知県立三谷水産高校、愛知県立吉良高校 

 

(2) 教員研修・インターンシップ 

蒲郡市理科の授業に役立つ実技研修会、蒲郡市通級指導担当者研修会 

愛知県教員組合青年部研修、豊川市小学校教員研修会、博物館実習 
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Ⅲ 科学館ネットワークの構築 
 

ソフト事業（サイエンスショー、ワークショップ、講演会、市民講座、科学講座等）については、平

成22年度から個人、大学・学校、企業等から支援を受けて実施している。科学館で行う講座として、解

りやすさ、楽しさといった教育要素はもとより、企業の社会貢献やまちづくり・まちの賑わいづくりの

一環としても大きな成果を挙げている。 

28 年度については、個人は 56 名、企業協力としては 12 社、高校・大学連携としては 16 校、官公

庁・団体連携としては、40 団体の協力があった。 

 

 

1 個人協力者（50 音順・敬称略） 

相澤毅、青木正次、天野淳二、荒石かつえ、板宮朋基、伊藤純一、伊藤わかよ、石川孝枝、市川雅子、

市原千明、岩山勉、宇佐美徳子、梅村綾子、大友季哉、岡本清、小川公子、小野晃、柿澤浩子、加藤

源重、加藤智子、加藤秀弘、金沢洋子、黄瀬正敏、沓名健次、倉田智子、小寺祥子、齋藤亜矢、佐々

木紀幸、笹田貴洋、佐藤友彦、佐藤雅浩、杉浦清治、杉谷健一郎、鈴木東、鈴木順久、鈴木敏道、清

水啓介、園原誠、高橋真理子、高橋優子、竹内恵子、竹ノ下祐二、戸谷義明、仲島勝美、中村元、中

竜大、箔屋スフィカ、橋口宏衛、橋本和敏、平出暁、堀内智晴、三田保之、三島ヒロキ、三村耕一、

MotoOzaki、米津利仁 

 

2 企業協力社(50 音順) 

アイシン・エィ・ダブリュ㈱、伊藤光学工業㈱、イチビキ㈱、㈲小林住建、㈱ジャパン・ティッシ

ュ・エンジニアリング、竹島クラフトセンター、竹本油脂㈱、中部電力㈱、㈱東海分析化学研究所、

東京フード株式会社、トヨタ自動車㈱、㈱ニデック 

 

3 高校・大学等 学校連携 

愛知教育大学、愛知工科大学、大同大学、名古屋大学、東京海洋大学、東京工業大学、京都造形芸術

大学、中部学院大学、ニューキャッスル大学、愛知県立岡崎工業高等学校、愛知県立蒲郡高等学校、

愛知県立時習館高校、桜丘高等学校、光ケ丘女子高等学校、岡崎市立竜海中学校、海陽中等教育学校、 

 

4 官公庁・団体連携 

金沢ヒューマン文庫を愛し守る会、海洋研究開発機構(JAMSTEC)、９６２倶楽部、NPO 法人オアシス、

NPO 法人ブックパートナー、NPO 法人福祉工房あいち、独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 （JAXA）、

G･Child、伝統文化ふろしき風の会愛知、トヨタ技術会、トヨタボランティアサークル[DIY]、にこり

ーず、海岸通りスイーツコンサート実行委員会、国立科学博物館、蒲郡商工会議所、大学共同利用機

関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所、東三河染色共同組合、大学共同利用機関法人高エネルギ

ー加速器研究機構物質構造科学研究所、国土交通省中部地方整備局（海洋環境技術科、三河港湾事務

所）、愛知県環境部（環境活動推進課、資源循環推進課）、日本博物館協会、愛知県総合教育センター、

蒲郡市観光協会、蒲郡まつり実行委員会、蒲郡市竹島水族館、ハピファミコミュニケーション、子ど

もと科学を楽しむ会、手織三河木綿工房「手織場（てばたば）」、不思議が楽しいオモチャの会、日本

らんちう協会中部本部、日本民話の会、紙芝居ちゃりんこ、ナチュラルビート、Walatte’鼻笛 Club、

星空工房アルリシャ、きらり+、とうふねこ座、J-CREW、幹の家 

 

5 ボランティア 

(1) 活動名：「うらない本や」 

実施者：金沢洋子さん 

内容：絵本や専門書、写真集など、科学館で開催されるワークショップに関連したテーマの科学読み

物を、子ども・保護者などに紹介し、好奇心や理解度を高める活動である。平成22年度より継

続して実施されているボランティア活動であり、うらない本や開催時に行っているワークショ

ップ「栞づくり」も人気である。 

 テーマ（例）：魚、恐竜、化石、鉱物、宇宙、織物、とり、くじら、北極と南極等。 
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回数：平成 22年度から実施しており、各年度の実施回数を下記に示す。 

 

実施年度 回数 

平成 22 年度 （平成 22年 11 月～平成 23年 3 月） 13 回 

平成 23 年度 （平成 23年 4 月～平成 24 年 3 月） 29 回 

平成 24 年度 （平成 24年 4 月～平成 25 年 3 月） 27 回 

平成 25 年度 （平成 25年 4 月～平成 26 年 3 月） 20 回 

平成 26 年度 （平成 26年 4 月～平成 27 年 3 月） 18 回 

平成 27 年度 （平成 27年 4 月～平成 28 年 3 月） 21 回 

平成 28 年度 （平成 28年 4 月～平成 29 年 3 月） 16 回 

       

 

(2) 活動名：「星空観察会」 

日程：平成 29年 2月 16 日（木） 19：30～20：00 

内容：星空観察会。ボランティアが望遠鏡を 2 台持ち込み、惑星や星雲などの観察を行った。一般科

学講座の参加者約 30 名が参加した。 

会場：生命の海科学館中庭 
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Ⅳ 広報活動 
 

1 広報活動 

科学館の活動を次の方法で周知を図った。 

（1）行事案内（イベントカレンダー）各回 65,000 部を作成し、蒲郡市内の全世帯に配布した。市内

小中学校全児童生徒、市内全保育園児に配布するとともに、近隣市町の小学校にも配付した。 

 

（2）行事案内（イベントカレンダー）を、市内観光施設、市内公所、県内各種教育機関に周知した。 

 

（3）ホームページでは、常に新しい情報を掲載した。 

 

（4）メルマガ、携帯メール配信などにより開催講座等の情報発信を行った。 

 

（5）愛知県生涯学習活動検索用ホームページ「まなびネットあいち」を活用した情報発信を行った。 

 

（6）アピタ蒲郡店、蒲郡観光協会竹島支所にて、イベントポスターの掲示をさせていただいた。 

 

（7）科学系雑誌、教科書などの作成、巡回企画展等における資料提供を行った。 

 

（8）ワークショップや企画展などのイベントについてマスコミにリリースした。 

 

・雑誌 

ぴあ、まっぷる、どこいこ観光関連ガイド等 旅行雑誌による施設紹介、ぶらりん蒲郡・西尾、 

はなまる、咲楽、アストモ、Mamagon、サプリ、えみっと、Regalo、JAF メイト、 

愛知県環境部「AEL ネットスタンプ帳」、広報蒲郡等 

 

・新聞 

中日新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、東愛知新聞、東日新聞、蒲郡新聞 

 

・ＴＶ 

三河湾ケーブルＴＶ（テレビ回覧板）、NHK 総合テレビ 

 

・WEB 掲載 

東日新聞、まなびネットあいち、THE PAGE、ベネフィット、タイムズクラブ、 

Dokka！おでかけ探検隊、リロクラブ、リソルライフサポート倶楽部、ROAD H!NTS、 

中日新聞プラス、ポケトク等 

 

・ラジオ 

FM 豊橋 
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Ⅴ 入 館 者 数 
 

 

1 入館者数の推移 

 平成 28年度の入場者数は 27年度と比較して 694人増加した。科学館事業見直しをはじめた平成 22年

度から 7年連続で増加しているものの前年度からはほぼ横ばいである。 

 分析としては、有料入館者数については平成 27 年 4 月 1 日より、展示室観覧料を大人 700 円から 500

円へ、小人 300 円から 200 円へ値下げ、年間観覧券を導入した効果が落ち着いたこと。また、見直し検

討委員会の提言により実施されたソフト事業（サイエンスショー・ワークショップ）が好評ではあるが、

夏休み期間の開催を 1 日 2 回から 1 日 1 回開催へとシフトさせたことにより全体の参加者数が減少した

こと、平成 22 年度から実施してきた訪問事業による PR 効果と学校団体等のニーズに合わせた来館対応

（展示解説・ワークショップなど）を展開していることも効果が落ち着いているため全体的には微減と

なっている。しかし、本年度はエントランス展示の古代クジラ化石が新種に認定されたことを受け 3 月

5 日に「新種認定！クジラまつり」を臨時開催し、例年にはない来館者増加要因となったため、年間を

通しての入場者数は横ばいとなった。 

 

区 分 
11 

年度 

12 

年度 

13 

年度 

14 

年度 

15 

年度 

生命の海科学館入場者数（計） 48,163 41,297 32,155 27,094 27,521 

内訳 市民利用証入場者数 13,102 8,942 6,212 6,106 6,046 

(市民利用証発行数) 9550 2,837 1,633 1,408 1,526 

観覧券等入場者数 35,061 32,355 25,943 20,988 21,475 

（内訳：有料入場者） 27,525 26,352 21,024 17,588 17,959 

（内訳：無料入場者） 7,536 6,003 4,919 3,400 3,516 

区 分 
16 

年度 

17 

年度 

18 

年度 

19 

年度 

20 

年度 

生命の海科学館入場者数（計） 21,604 22,713 21,497 20,172 21,323 

内訳 市民利用証入場者数 4,522 3,708 3,887 4,309 4,119 

(市民利用証発行数) 944 983 1,048 1,172 1,122 

観覧券等入場者数 17,082 19,005 17,610 15,863 17,204 

（内訳：有料入場者） 14,017 15,959 14,559 13,071 14,021 

（内訳：無料入場者） 3,065 3,046 3,051 2,792 3,183 

区 分 
21 

年度 

22 

年度 

23 

年度 

24 

年度 

25 

年度 

生命の海科学館入場者数（計） 18,395 33,651 46,556 58,149 63,037 

内訳 市民利用証入場者数 2,710 3,677 5,848 5,289 4,258 

(市民利用証発行数) 611 957 866 328 362 

観覧券等入場者数 15,685 19,534 22,325 24,868 28,288 

（内訳：有料入場者） 14,147 14,897 17,534 17,572 19,507 

（内訳：無料入場者） 1,838 4,457 4,791 7,296 8,781 

サイエンスショー・ワークショップ  7,640 14,910 15,670 16,380 

イベント・企画展入場者数  2,980 3,473 3,322 3,325 

イクチオ広場    9,000 10,786 
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区 分 
26 

年度 

27 

年度 

28 

年度 

 
 

生命の海科学館入場者数（計） 66,485 81,556 82,250   

内訳 市民利用証入場者数 3,869 4,179 4,053   

(市民利用証発行数) 408 364 301   

観覧券等入場者数 29,474 38,071 39,116   

（内訳：有料入場者） 17,001 24,095 24,363   

（内訳：無料入場者） 12,473 13,648 14,449   

（内訳：年間観覧券入場者）  325 304   

サイエンスショー・ワークショップ 18,746 21,932 21,175   

イベント・企画展入場者数 3,337 4,177 4,267   

イクチオ広場 11,059 13,197 13,639   

※館外活動（訪問授業・環境チャレンジ等）の利用者数については、p.26 を参照 

※27 年度の統計に差異があったため修正した。 

 

 

2 学校等団体の来館 

平成28年度における学校等の団体来館は次の通りである。 

 

月 来館団体数 来館者合計人数 

4月 10 824 

5月 11 682 

6月 13 431 

7月 10 322 

8月 26 1482 

9月 14 942 

10月 17 1086 

11月 10 459 

12月 9 155 

1月 8 256 

2月 11 437 

3月 18 906 

総計 157 7982 
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Ⅵ 研 究 部 門 
 

1 収集・保管・整理部門 

新着標本 

竹島水族館より下記の標本の移管を受けた。 

(1) 現生マッコウクジラ下顎骨（一対） 

【同定】生命の海科学館 学芸員 宮川尚子 

※産地不明 

(2) 現生大型鯨類 胸骨（１），尾椎（１） 

【同定】生命の海科学館 学芸員 宮川尚子 

 ※属種名不明，産地不明 

(3) 地学標本 68 点 

※同定分類中（平成 29年 3 月現在） 

 

2 調査・研究部門 

(1) ヒゲクジラ化石新属新種認定 

平成 28 年 10 月、国立科学博物館の甲能直樹博士（地学研究部生命進化史研究グループ長）らの研究

の結果、生命の海科学館の展示標本（GNMH Fs-098-12）新属新種に記載され、ホロタイプ標本（完模

式標本＝種の記載に際して分類同定の基準とする、世界唯一の標本）の指定を受けた。 

 

(1-1) 新種認定にいたる概要 

・1990 年にペルー共和国アレキパ州の上部中新統ピスコ層（およそ 750 万年前）から発見された全

身骨格化石を、1998 年に蒲郡市生命の海科学館が購入し、1999 年開館時より館 1 階エントランス

部にて一般公開。 

・2015年2月、国立科学博物館の甲能直樹（当時研究主幹、現在研究グループ長）とFelix G. Marx

（当時国立科学博物館外国人特別研究員，現在オーストラリア・モナシュ大学研究員）より、新

種の可能性ありとの指摘を受ける。 

・同年 6〜10 月、科学館職員・市教育委員会職員の協力の下、甲能博士らによる公開調査を実施、

当該化石の写真撮影、詳細な記載、計測、耳骨周囲の剖出を行う。 

・平成 28年 10 月、甲能博士らの研究論文“Felix G. Marx and Naoki Kohno, 2016, A new Miocene 

baleen whale from the Peruvian desert, Royal Society Open Science, 3:160542, pp.1-27.”

が Royal Society に受理・公開される。調査・研究の結果、頭骨や耳骨の形態などにこれまでに

知られるナガスクジラ科鯨類（現生種９種を含めて 25-29 種が知られる）のどれとも異なる特徴

が認められたことなどから新属新種に認定され、学名 Incakujira anillodefuego と命名。同時に

蒲郡標本（GNMH Fs-098-12）が分類学上のホロタイプ（完模式標本）に指定を受ける。 

 

(1-2) 動物命名法国際審議会（ICZN）の Zoobank への命名登録 

新属名 Incakujira:  LSID,urn:Isid:zoobank.org:act:AB0A1646-D7BC-4333-A2D2-F9D3F611B1C3 

新種名 anillodefuego: LSID,urn:Isid:zoobank.org:act:5BE0B9B5-AA86-4F54-B0C7-

D8279044B064 

 

(1-3) 出版論文 

論文タイトル：A new Miocene baleen whale from the Peruvian desert. （ペルーの砂漠から産

出した新たな中新世ヒゲクジラ化石） 

著者：Felix G. Marx（オーストラリア・モナシュ大学，当時国立科学博物館外国人特別研究員）, 

甲能直樹（国立科学博物館，筑波大学大学院） 

掲載誌：Royal Society Open Science, 3:160542, pp.1-27. 

公表日：英国時間 平成 28 年 10 月 5 日（オンライン公開） 
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(2) インカクジラ新属新種認定解説パンフレット制作 

インカクジラ化石の新属新種認定を受け、解説及び周知のためのパンフレットを作成、配布を開始

した。詳細は以下の通り。 

【誌名】新属新種 インカクジラ 

【判型・色数】A4判カラー二つ折り（4頁） 

【内容】新属新種記載の経緯及びインカクジラの最新研究の成果の紹介  

【発行時期】平成 29 年 3月 
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Ⅶ 組 織・運 営 

 
1 組織 

平成 28年の蒲郡市役所機構改革により、蒲郡市教育委員会文化スポーツ課所属から蒲郡市教育委員会

生涯学習課に所属が変更になった。 

 

（1）科学館事業に関与する部門 

課長、学芸員（館長・主幹）、係長、事補、専門事務嘱託員（学芸員）、専門事務嘱託員（インタ

ープリター）、専門事務嘱託員 3名、マリンスタッフ（非常勤職員）14 名、アルバイト 4名 

 

（2）文化事業に関与する部門 

係長 2名、主査 1名、主事補 2名、非常勤職員 2名 

 

2 施設の整備 

 （1）防火シャッターの修繕 

 開館より 17年が経ち防火シャッターに不具合が生じたため修繕工事を行った。 

  

 （3）空調機の整備 

 開館から 17年が経ち空調機器に不具合が出てきたため修繕工事を行った。 

  

 

3 歳入・歳出 

事業支出については、歳入・歳出とも横ばいで推移している。しかしながら、開館から18年を経て、

メインコンテンツとなっているシアターをはじめ建物設備の多くに老朽化・故障などが発生しており今

後大きな支出が予想される。 

 

      単位（千円） 

  11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 

支出 ※ 154,987 266,957 234,613 228,313 209,717 155,954 149,738 

収入※※  16,809 15,260 12,705 10,551 10,126 7,832 8,541 

        

  18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

支出 ※ 145,462 130,841 128,649 118,044 129,996 140,865 109,289 

収入※※ 8,130 6,877 7,579 6,755 8,039 7,715 7,804 

        

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度    

支出 ※ 114,560 112,735 105,605 98,743    

収入※※ 9,040 8,669 7,771 8,050    

        

※ H27 から所管換えにより情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰから生涯学習課に移管されたため、科学館のみの総支

出額（人件費を含む）である。 

※※ 科学館の入館料、企画展・講座・ワークショップ受講料、図録等の販売代金の 

合計金額である（但し、ワークショップ受講料は H22 年度から計上）。 

Ｈ27より入館料値下げ。 
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